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. はじめに
新美南吉の代表作 ｢ごんぎつね｣ の舞台となった知多
半島は, 1910 年代にはキツネ (Vulpes vulpes) の一大
繁殖地であった. しかし, 1940 年代には武豊線の開通,
近代化, 工場建設などによりキツネは生息地を追われ,
1950 年代に犬の病気が流行し, それに感染した多くの
個体が死亡した. また, その頃殺鼠剤で死んだキツネも
多かったという. 以来, 知多半島におけるキツネの確認
情報は途絶え, 1960 年代にはキツネが知多半島から姿
を消した (相地, 2000). しかし, 1997 年 11 月に常滑
市でキツネが目撃されて以来, 知多半島でのキツネの目
撃が相次いでいる (相地, 2000；福田, 2010).
2010 年 10 月に生物多様性に関する国際会議 ｢COP10｣
が愛知県名古屋市で開催されるのを契機に, 知多半島で
は日本福祉大学, 知多半島内の自然保護 NPO, 行政
(愛知県および知多半島の 5 市 5 町) が中心となり,
2009 年 11 月から ｢知多半島における生態系ネットワー
ク形成に向けた協働ロードマップ策定検討会｣ の開催を
重ねてきた. 検討会では, 知多半島における生態系ネッ
トワークの象徴種として, 南吉童話の主人公として度々
登場するものの一度は地域絶滅し, 近年再繁殖の兆しが
ある ｢キツネ｣ を選定し, 行動目標を ｢ごんぎつねと住
める知多半島を創ろう｣ とすることとした (図 1). さ
らに, 知多半島に関連のある多数の企業も参加し, 2011
年 1 月 20 日 ｢知多半島生態系ネットワーク協議会｣ が
設立された.
キツネを対象とした生態系ネットワークを立案するに
は, まず, キツネの生息状況の把握が必要であるが, こ
れまでは地元自然愛好家などによる断片的な知見はある
ものの, 情報が整理されていない. そこで, 本研究では
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研究ノート
知多半島におけるキツネの生息状況を把握する端緒とし
て, 新聞記事に掲載された確認情報を整理した. その後,
新聞記事の中から 2010 年時点で繁殖が継続している地
点で現地調査を行い, 繁殖状況を把握した.
. 材料と方法
－. 新聞記事の検索
対象とする新聞を朝日新聞と中日新聞とし, 朝日新
聞については聞蔵Ⅱビジュアル (朝日新聞の 1985 年
以降の記事) を, 中日新聞については中日新聞・東京
新聞記事データベース (中日新聞の 1987 年以降の記
事) を使用し, 2010 年までの記事検索をおこなった.
キーワードを ｢キツネ｣ ｢愛知県｣ として抽出された
記事の中から, 知多半島におけるキツネの生息情報が
記載されているものをピックアップした. ピックアッ
プされた記事から確認時期, 確認場所, 確認されたキ
ツネに関する情報, 確認方法, 出典を表にまとめた.
なお, 同一確認情報が両紙にあるいは同一紙に複数回
掲載されていた場合は, 最初に掲載された記事を出典
とした. なお, 同一日に両紙に掲載されていた場合は,
両紙とも出典とした. また, 同一日, 同一紙に複数回
別内容の記事が掲載されていた場合は, 分けて出典と
した.
－. 新聞記事に記載された繁殖地点における現地
調査
抽出した新聞記事の中で, 2010 年時点で継続的な
キツネの繁殖情報があった知多市岡田地区については,
新聞記事の中で継続調査を行っていると記されていた
鈴木 操氏に連絡をとり, キツネの生態に関する第一
人者である北海道立衛生研究所の浦口宏二研究員にも
同行をお願いし, 2010 年 6 月 14 日に現地調査を行い,
生息環境調査および聞き取り調査を行った.
. 結果
－. 新聞記事の検索
知多半島におけるキツネの確認情報に関する記事を,
表 1 にまとめた. 合計で 23 件認められ, 知多半島の
5 市 5 町すべてで確認情報が認められた. 最も古いも
のは朝日新聞の 1999 年 10 月 19 日付の記事で, 1997
年 11 月に常滑市大谷で目撃されたとするものであっ
た. 1996～2000 年の 5 年間では 4 件, 2001～2005 年
の 5 年間で 6 件であったのに対し, 2006～2010 年の 5
年では 13 件と大幅に増加した. とくに, 2009 年には
5 件, 2010 年には 8 件と多かった.
確認方法で最も多かったものは捕獲の 8 件で, その
中でも野犬捕獲用罠での捕獲 (写真 1) は 6 件であっ
た. ついで, ロードキル (自動車による事故死) (写
真 2) が 6 件, 目撃が 3 件, 撮影が 3 件, 保護 2 件,
足跡 1 件であった. 2009 年以降では, 1 件を除いて捕
獲とロードキルであった.
表 1 のデータをマップ上に落としたものを, 図 2 に
示す. 1996～2000 年では, 4 件の確認情報すべてが半
島の中部から南部であった. 2001～2005 年では, 北
部でも確認されている. 一方, 2006～2010 年では,
確認場所は常滑市内で多いが, これまでみられなかっ
た北部の知多市でも確認されており, 半島の広い範囲
でキツネが確認されていた (図 2).
確認されたキツネの情報の中で, 子ギツネが常滑市
で 2 件, 半田市で 1 件, 知多市で 1 件認められた. さ
らに, ｢痩せた｣ キツネという記述も東浦町で 2 件認
められた.
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図. 知多半島生態系ネットワーク協議会で作成された
目標とする知多半島の自然を描いたイメージ図
－. 新聞記事に記載された地点における現地調査
生息環境調査の結果, 知多市岡田地区で認められた
キツネの巣は, 廃屋のコンクリート基礎の割れ目を入
口として, 床下全体を利用していることが確認された
(写真 3). 聞き取り調査から, 2008～2009 年には 3 頭
の子ギツネ, 2010 年も 2 頭の子ギツネが確認されて
おり, 2010 年は 1 月には交尾後, 3 月に子ギツネが生
まれたとのことであった. 3 月 31 日に土地所有者に
より子育てが確認されている. その後, 繁殖場所に隣
接する林地がチェンソーで伐採され, 巣穴を放棄する
ことが危惧されたが, 5 月 12～14 日には子ギツネが
確認されている. しかし, 現地調査を行った 6 月 14
日時点では, 巣穴は放棄された様子であった. 一方,
現在も民家内では新鮮な糞が認められることから, 敷
地内の雑木林内などに新たな巣穴を作り生活している
と考えられた. また, 巣穴の周りの生息環境としては,
庭, 畑, 土蔵 (床下に入るため穴が閉じられている状
態), 雑木林などがみられた. 庭ではビワの実をとっ
て食べる姿や, 庭で子ギツネが遊ぶ様子が住人により
確認されている. その他, 子ギツネが遊び道具とする
ためか付近の民家から大量の靴 (写真 4) や自転車用
のタイヤチューブなどのゴム製品を集めてきたことが
確認された.
現地調査の結果, 知多市岡田地区では 2009～2010
年にキツネが繁殖していることがわかった. 生息環境
としては, 廃屋の床下を巣穴にし, 果木や畑で餌を得
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写真. 年６月日 半田市椎ノ木町の畑に仕
掛けられた野犬捕獲用の罠で捕獲されたキツネ
(撮影：愛知県知多県民センター 吉田 彰氏)
写真２. 年月日 知多市新知字柿ノ木
県道岡田－新地線の路上で確認されたロードキ
ル個体 (撮影：愛知県知多県民センター 吉田
彰氏)
写真３ 年月日 知多市岡田地区で認めら
れた廃屋の床下を利用したキツネの巣穴
写真. キツネが周辺住宅から集めてきた多数の靴
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図. 新聞記事に見る知多半島のキツネの生息情報の推移 図中のマーカーは確認地点, 空中写真は	
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表 1. 朝日新聞・中日新聞に掲載された知多半島におけるキツネの生息情報
確認時期 確認場所 キツネに関する情報 確認方法 出 典
1997/11 常滑市大谷 子ギツネ 目撃 朝日新聞 1999/10/19
1999/11/6 南知多町 内海フォレストパーク山上駅 なし 撮影 朝日新聞 1999/11/8
1999 南知多町山海 なし ロードキル 朝日新聞 1999/12/24
1999 武豊町富貴 南知多道路 なし ロードキル 朝日新聞 1999/12/24
2001/4/2 国道 366 号沿い ガソリンスタンド 体長 50cm, やせ細っている 保護 朝日新聞 2001/4/26
2003/5/11 東海市荒尾町奥山 体長 60cm 目撃 中日新聞 2003/7/9
2003/6/27 大府市吉田町 なし 足跡 中日新聞 2003/7/9
2003/7/6 東浦町石浜 体長 70cm ロードキル 中日新聞 2003/7/9
2005/4/2 東浦町石浜 体長 50cm, 体重 3.45kg, やせこけ衰弱 保護 中日新聞 2005/4/5
2005/5/21 美浜町 オレンジライン なし 撮影 朝日新聞 2006/1/30
2009/12 知多市岡田 体長 90cm, メス ロードキル 中日新聞 2010/6/3 a
2009/1/11 阿久比町草木 なし 目撃 中日新聞 2009/1/28
2009/1/26 美浜町野間 ミカン畑 なし 捕獲 中日新聞 2009/1/28
2009/3/25 武豊町富貴 なし 捕獲 朝日新聞 2009/3/1
2009/3/28 武豊町富貴 やや小型 捕獲 朝日新聞 2009/3/1
2010/5/6 常滑市大谷 農地 体長 60cm 捕獲 朝日新聞 2010/5/7
中日新聞 2010/5/7
2010/5/8 知多市岡田 親子 (子２頭) 撮影 中日新聞 2010/6/3 b
2010/6/1 常滑市 なし ロードキル 朝日新聞 2010/7/28
2010/6/16 半田市椎ノ木町２丁目 畑 なし 捕獲 朝日新聞 2010/6/17
中日新聞 2010/6/17
2010/7/14 常滑市樽水 本宮神社 体長 40cm, 子ギツネ 捕獲 中日新聞 2010/7/16
2010/7/18 常滑市樽水 メス ロードキル 中日新聞 2010/7/23
2010/7/22 常滑市矢田 畑 なし 捕獲 中日新聞 2010/7/23
2010/9/29 半田市兀山町 子ギツネ 捕獲 中日新聞 2010/9/30
て, 民家の庭を遊び場にしている都市型のキツネの生
態が確認された.
. 考察
新聞記事検索により, 2009 年以降, 知多半島におけ
るキツネの生息情報が大幅増えていることが分かった.
ただし, この時期は 2010 年に愛知県で COP10 が開催
された前後であり, 新聞紙上で生物多様性関連の記事が
多く取り上げられた時期とも重なるため, その影響もあ
るかもしれない. しかし, 近年半島の広い範囲で生息し
ていることが新聞記事により示されたといえる. とくに,
かつては生息情報が全くなかった知多市・半田市などの
住宅地域での生息情報は特筆すべきものである.
南吉童話では, キツネの餌は里山だけでなく, 人の住
む村や, 畑, 川などにも豊富であったと記されている.
このように人の生活とキツネの生活は隣合わせになって
おり, 当時の里山では人とキツネが共存していたと考え
られる. その一方, キツネは山に住み, 人は町に住むと
いう関係が保たれていた (守山, 2007). しかし, 本研
究で現地調査したキツネは, 廃屋のコンクリートの床下
という人工物を住みかとし, 遊び場は人家の庭, 人間の
靴を子ギツネの遊び道具にするなど童話には全くみられ
なかった都市型のキツネの生態が観察された.
しかし, 生活場所が人の生活に近いため, 騒音などの
影響で住処は安定しない現状も認められた. また, 新聞
記事でロードキルが 6 件認められたことからも, 交通事
故という童話にはあり得なかった危険も存在している.
したがって, キツネが知多半島で安定的に再び広く生息
するためには, 童話にみられるような隠れ家となる里山
環境を各地域で保全していくことが求められる. このよ
うなことが実現するためには人とキツネの共存という理
念が半島に住む人々に浸透することが必要であろう.
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